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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和４年１２月１４日 

件   名 花畑周辺地域におけるバスの試験運行について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

令和３年１０月１日より運行を開始した、花畑桑袋団地と六町駅とを結

ぶ社会実験バスの利用状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 利用状況（単位 人） 

（１）利用者推移 

   運行本数は減ったものの、運賃払い利用者数に変動は見られない。 

乗車割引証の導入に伴い、大幅な減少を予想していた高齢層の利用

に関しては、半減程度にとどまっている（月別詳細は別紙１（Ｐ４）

参照）。 

区分 
1期 

(R3.10-R4.3) 

2期 

(R4.4-R4.9) 
R4.10 

1日あたり平均利用者数 218.1 262.3 190.0 

 内数 運賃払い 109.6 126.7 126.7 

 内数 シルバーパス 

    (乗車割引証) 
108.5 122.0 56.7 

 内数 回数券 ― 13.6 6.6 

1便あたり平均利用者数 4.33 5.20 4.37 

 内数 運賃払い 2.18 2.51 2.92 

 内数 シルバーパス 

    (乗車割引証) 
2.15 2.42 1.30 

 内数 回数券 ― 0.27 0.15 

（２）収支率２４％に必要な運賃収入（見込） 

1便あたり 

運賃収入 

2期 R4.4-9平均 R4.10 収支率 24%の場合 

553.7円 787.0円 約 1,200円 

   令和４年１０月より収支率向上策を講じており、１便あたりの運賃

収入は４２％増となったものの、収支率２４％を達成するためには、

運賃収入が１便あたり２人（割引運賃の場合は４人）分足りない。 
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（３）沿道施設における主なイベント開催時の利用者増加率 

日程 イベント名 場所 
増加率 

(同曜日比) 

R4.10.30(日) はなはた文教マルシェ 文教大学 +80% 

R4.11.3(木・祝) わんフェス 元渕江公園 +33% 

R4.11.4(金) 酉の市（一の酉） 大鷲神社 +10% 

＜酉の市（一の酉）の様子＞ 

    
 

 

 

２ 今後の進め方 

新型コロナウイルス感染症の影響によるバス利用者減少の回復見通し

がたっていないこと（別紙２参照 Ｐ５）や、令和４年１０月に導入し

た乗車割引証の利用が進んでいないことを鑑み、検証期間の延長を含め、

検証運行の進め方について検討する。 

 

※ 参考 社会実験バス「ブンブン号」２週間平均利用者数推移＜１期・

２期＞（別添資料参照） 

問 題 点 

今後の方針 

今後の進め方について、花畑周辺地域公共交通検討会での意見を踏まえ

ながら、検討していく。 
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別紙１ 
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「ブンブン号」 

目標収支率推移 

令和元年度 令和 3年 1月 令和 4年 10月 

40% 24% 24% 

備 考 先行自治体参照 シルバーパス利用者(4割)分を除外 乗車割引証導入（目標据置） 

別紙２ 
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和４年１２月１４日 

件 名 【追加】はるかぜ３号（西新井・舎人線）の廃止予定について 

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内 容 

はるかぜ３号を運行する国際興業株式会社から、路線廃止の報告があっ

たため、以下のとおり報告する。 

１ はるかぜ３号概要 

別紙（Ｐ７）のとおり 

２ 運行事業者からの報告内容 

（１）廃止理由

ア 他の路線と比較し、利用者が極端に少なく、大幅な赤字である。

イ これまで減便や運賃改定などを行ってきたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響もあり、企業努力のみで継続することは困難である。 

ウ 車両も老朽化しており、区の車両購入補助を活用しても、持ち出

し分（２５％）に対して運賃収入では賄えない。 

エ 埼玉県内の運賃改定を令和４年１１月１日付けで国に申請してお

り、はるかぜ３号の廃止も経営合理化の一つである。 

（２）廃止予定時期

令和６年３月

３ これまでの協議経緯 

区と運行事業者の協議内容 

令和 4年 7月 出来る限り速やかな路線廃止意向の報告を受け

る。路線廃止後、事業者が運行する既存路線の経路

変更などで少しでも交通空白地域をカバーできない

か区から検討を依頼。 

11月  社内での検討の結果、利用者への周知期間等を考

慮し、廃止予定時期を令和 6年 3月とする報告を受

ける。既存路線の変更は困難であり、代替としてオ

ンデマンド交通導入の提案を受ける。

問題点 

今後の方針 

路線沿線の町会・自治会へ周知を行うとともに、入谷・鹿浜地区で進め

ているバス以外の多様な交通手段の導入を検討していく。 
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　はるかぜ３号（西新井・舎人線）概要

（７）１日あたりの運行本数推移

当初 改定 改定 改定 改定
H15.7.1 H16.7.20 H23.3.16 H24.2.16 H29.9.1

33 24 21 17 12
33 24 21 17 12
27 17 16 16 12
27 17 16 16 12

※ H29.9.1以降、運行車両は2台

（８）運行ルート変更履歴

西新井駅発
見沼代（舎人）発

平日

土休日
西新井駅発

見沼代（舎人）発

見沼代親水公園駅

西新井駅

舎人公園駅

伊興小学校前

足立流通センター

足立入谷町アパート

舎人団地東

西新井車庫

路線図（L=約9.1km）

運行当初のルート

H15.7.1～H20.3.29

「舎人団地」が終点

見沼代親水公園駅まで延伸

H23.3.16～現在

（１）運行開始日

平成１５年７月１日

（２）運行事業者

国際興業株式会社

（３）運行本数

平日・土休日ともに２４便／日（往復）

（４）１便あたりの利用者数

令和元年度 １１．４人

令和２年度 ８．２人

令和３年度 ９．１人

（５）シルバーパス利用者の割合

運賃払い：シルバーパス ＝ ２：１

（６）所要時間

約３５分

平成１５年７月１日 運行開始

（新砂子路橋通りを北上するルート）

平成２０年３月３０日 入谷七～九丁目経由に変更

平成２３年３月１６日 終点を「舎人団地」から「見沼代親

水公園駅」まで延伸

バス停

運行車両（36人乗）

別 紙
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交通網・都市基盤整備調査特別委員会報告資料 

令和４年１２月１４日 

件   名 竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について 

所管部課名 

都市建設部まちづくり課 

鉄道立体推進室鉄道関連事業課 

地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

竹ノ塚駅付近鉄道高架化の取組み状況について、以下のとおり報告する。 

 

１ 鉄道高架化工事の進捗状況について 

  鉄道高架化工事のお知らせ（別紙参照 Ｐ１２） 

 

２ 環境影響評価事後調査報告書（工事の施行中その６）の提出について 

東武伊勢崎線（竹ノ塚駅付近）連続立体交差事業については、東京都

環境影響評価条例に基づき環境影響評価を行い、事後調査計画書を提出

している。 

事後調査計画書に基づき、環境影響評価事後調査報告書（工事の施行

中その６）を以下のとおり提出した。 

（１）提 出 日  

令和４年１０月２６日（水） 

（２）提 出 先  

東京都環境局 

（３）調査項目  

騒音・振動、廃棄物等 

（４）調査結果  

全ての調査項目において、環境影響評価の基準値の範囲内であった。 

（５）審議結果  

令和４年１１月３０日(水)に東京都環境影響評価審議会が開かれ、 

新たな環境保全対策が必要となるような意見はなかった。 

 

３ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化促進連絡協議会理事会の開催結果について 

（１）日 時 令和４年１１月１４日（月） 午後３時から 
（２）場 所 竹の塚センター １階 第一会議室 
（３）主な内容 

ア 役員の異動及び選任について 
イ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化工事の進捗状況について 
ウ 今年度の予定について 
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４ 竹ノ塚駅西口公衆喫煙所の改修について 

  竹ノ塚駅西口に暫定的に設置している竹ノ塚駅西口公衆喫煙所におい

て、受動喫煙防止対策として、たばこの煙、においを上空に逃がすこと

を目的に、屋根の撤去作業を令和４年１１月１７日（木）に行った。 

今後も引き続き、受動喫煙防止対策を図りながら、適切な管理・運営

を行っていく。 

 

５ タウンマネジメントの取組み 

（１）概要 

ア 現在の竹ノ塚駅東口駅前広場に面したＵＲ竹の塚第三団地３号棟 

１階の１０１、１０２区画を活用し、コミュニティカフェ、情報発

信及びイベント実施スペースなど、区民が気軽に立ち寄れる居場所

づくりをＵＲ都市機構が行う（ＵＲ都市機構委託の事業者が常駐）。 

イ 地域住民参加型ワークショップの企画・運営。 

ウ 賑わいの創出・地域への関与機会に資するイベントの企画・運営。 

（２）区と協力した取組み 

足立区とＵＲ都市機構による協定を締結し、令和５年度から令和７

年度にかけて、ＵＲ都市機構が運営する事業費用の一部を区が負担し

運営することで、区の施策に対する以下の取組みを予定している。 

ア 体感治安の向上、エリアデザイン計画など区の施策に対する地域

ニーズの把握、効果分析。 

イ 地域との連携事業、プラスイメージ創出への取組み。 

ウ まちづくりに関する情報発信・意見聴取。 

（３）経緯及び今後の予定 

   令和４年 ９月     事業者決定（ＵＲ都市機構） 

   令和４年 ９～１２月  活用区画の整備（ＵＲ都市機構） 

令和５年 １月     開設（約３年間の活動を予定） 

 

６ 竹ノ塚駅周辺の利用実態調査ついて 

（１）利用実態調査の概要 

ア 目的 

  竹ノ塚駅東口周辺の駅利用実態調査を行い、駅前広場及び駅周辺

まちづくりの将来計画に反映するため。 

  イ 調査日 

（ア）平日 令和４年１０月２０日（木） ２４時間調査 
（イ）休日 令和４年１０月２３日（日） ２４時間調査 
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ウ 調査項目及び調査箇所図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        駅改札口流動調査     路線バス乗降場調査  

        歩行者・自転車調査    タクシー乗り場調査 

     竹ノ塚駅東口駅前広場全域で自家用車・貨物車調査 

（２）調査結果 

ア 駅改札口流動調査 

平日の竹ノ塚駅乗降客数５６，７６５人、休日の駅乗降客数 

３７，７６９人のうち、ともに東口利用者が約６割、西口利用者が

約４割であった。 

イ 路線バス乗降客数調査 

北千住駅前行き都営バス乗車場⑥において、乗車を待つ回送バス

が、平日、休日ともに１台から２台が路上に待機している状況となっ

ており、竹ノ塚駅東口駅前広場の再整備に向けては、待機バスのス

ペース確保を考慮する必要がある。 

ウ タクシー乗降客数調査、滞留台数調査 

駅前のタクシー乗場からけやき大通りに向けて滞留するタクシー

台数は、平日の午後８時頃から徐々に増え午後１０時付近では２０

台以上、休日は深夜時間帯に１０台以上が路上に待機している状況

となっており、竹ノ塚駅東口駅前広場の再整備に向けては、待機ス

ペース確保を考慮する必要がある。 

エ 自家用車調査、貨物車調査 

平日、休日ともに、約１，２００台の車両が駅前広場に乗り入れ

ているが、そのうち駅までの送迎目的の自家用車が７割以上で、朝

晩の比較的短時間の駐停車であった。次に、短時間駐停車の小型貨

物車が約１割で、今後の店舗配置などに応じて考慮する必要がある。 

西口 
東口 

 

N 

改札口 

西口 
東口 

 

Ｎ

改札口 

東武線 

竹ノ塚駅 

１ 
２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

降車 

N 
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７ 竹ノ塚駅周辺地区まちづくり連絡会の開催結果について 

（１）日 時 令和４年１２月５日（月） 午後６時～午後７時３０分 

（２）場 所 竹の塚センター １階 第一会議室 

（３）参加者 地元町会・自治会等 １１人 

（４）主な内容 

ア 竹の塚のまちづくりの取組み状況について 

イ 竹ノ塚駅付近鉄道高架化工事の進捗状況 

ウ 竹ノ塚駅付近における道路整備状況について 

エ 竹の塚タウンマネジメントの取組みについて 

オ その他 

 

８ 高架下商業施設の特定用途建築物に関する住民説明の実施について 

  足立区中高層建築物等の建築に係る紛争の予防及び調整条例に基づき、

東武鉄道が以下のとおり特定用途建築物に関する住民説明（個別説明）

を予定している。 

（１）時期 

令和４年１２月中旬以降 

（２）対象者 

店舗から２５ｍ範囲の隣接住民及び５０ｍ範囲の近隣住民の申出者 

（３）内容 

足立区中高層建築物等の建築に係る紛争の予防及び調整条例の手引 

きに沿って説明。 

（４）位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

１ 鉄道事業者との連携や国・都の積極的な協力を得て、早期の完成を目

指す。 

２ 着実な事業の進捗に向けて、国庫補助金等の財源確保に努める。 

３ 足立区、ＵＲ都市機構、東武鉄道の三者で協力し、引き続き駅周辺の

まちづくり検討を進めていく。 
 

N
 Ｎ 商業施設予定地 

東口駅広 

西口駅広 

予定地 

東武線 

竹ノ塚駅舎 
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